２００７年（平成１９年）２月５日

各　位
　　　　　　　大 阪 弁 護 士 会

　　会　長　　小寺　一矢
大阪弁護士会特別企画　第一線の弁護士による実務連続講義

「弁護士として生きる」開催のお知らせ

拝啓  時下ますますご清祥のことと存じます。
さて、本会法曹養成・法科大学院協力センターでは、各法科大学院において春休み期間中で、学生の皆さんがエクスターンなどで大阪近辺におられる機会が多い３月の時期を利用して、下記の連続講義を企画いたしました。

第一線の弁護士が、実務の最前線でどのようなことをやっているのか、弁護士としてどういう気概をもってやっているのか、どういうモチベーションがあるのか、弁護士としてどういう面白さやしんどさがあるのか、そのため必要な資質や法科大学院で勉強しておかなければならないこと、などをできるだけご自身の成功談や失敗談も含めて講演いただく予定です。

今後学んでいかれるなかで、自らの法曹としての将来像をみつけ、また確認いただく良い機会になればと考えております。

つきましては、本講義に参加ご希望の方は、２月２０日（火）までに下記申込欄にご記入の上、ＦＡＸにてお知らせくださるようお願いいたします。Ｅメール（下記宛）でご回答いただいても結構です。
敬具

記

【対　象】関西のロースクールの学生（学年を問わず）
【日　時】：２００７年（平成１９年）３月３日（土）

１２時～１３時３０分　　　　第１部「ロースクールで学んで欲しいこと」

講師：高階　貞男　弁護士（元大阪弁護士会会長、初代法曹養成・法科大学院設立運営協力大阪センター委員長）
１３時４０分～１５時１０分　第２部「Winnyをめぐる法的問題」

講師：壇　俊光　弁護士（Winny弁護団事務局長）

１５時２０分～１６時５０分　第３部「何故『悪人』を弁護するのか」

講師：森下　弘　弁護士（大阪弁護士会刑事弁護委員会委員長）
１７時３０分～１９時３０分　懇親会
【場　所】 講義（第１～３部）　大阪弁護士会館　１０階　１００１．１００２会議室

　　　懇親会については会場未定（場所は参加者の数によって当日会場でお知らせします）
【参加費】 無料



【FAX ０６－６３６４－０２５２・７４７７】

平成19年3月3日（土）「第1線の弁護士による実務連続講義」につき受講を申し込みます。

 eq \o\ad(\s\up 14(ふりがな),御氏名)　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　法科大学院

　既修者／未修者　（　　　回生）

電　話
ＦＡＸ

　　※ご記入いただきました個人情報は、出席者把握のために利用いたします。

（お問い合わせ先）大阪弁護士会事務局 担当大森　TEL 06-6364-1227　FAX 06-6364-7477

E-mail　a-oomori@osakaben.or.jp
